
令和２年度総会における意見の回答の纏め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸頭町会　　

コロナウイルス感染の対応として書面総会に変更しました又町会活動に対する意見をお聞き

しましたら沢山の意見がありました。（意見書が１５枚）

　回答をとめてみました　回答としても良いか確認してください。

ＮＯ

質問：カーブミラーの設置依頼

回答　　市政協力委員が現場確認後、取手市にカーブミラー設置要望書を提出しました。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

質問：戸頭夏祭りを２日間に変更依頼　（回答不要）

回答　　夏祭り実行委員・又準備を行う役員が高齢化し、体力的に２日は無理と判断しています

　　　　　戸頭夏祭りは町会・団地自治会・商店会の3団体で運営しています、町会内だけでも役

　　　　　100名以上の本部役員・地区部長・班長さん総出の対応をしていますが現時点での2日間

　　　　　開催は無理と判断しています。

　　　　　近隣自治会もすべて１日開催です、１日でも十分楽しんでください。

　

質問：総会要綱の委任状の提出日の４月を空白にしてほしい　（回答不要）

回答　　了解しました次回から月の部分は空白とします。

　

質問：問題処置後の隣近所への連絡方法の意見

回答　　会員より問題の連絡があり対応処置を行った後の連絡は問題を申し出た人に対して実施

　　　　　連絡を行っています。特に近所の方がた全てには連絡を行っておりせん。

　

質問：高齢者対応について

回答　　高齢者に対しては町会として強制的な行事参加等は強要しておりません。

　　　　　出れる方には協力をお願しますとの表現で行っています。

　

質問：新築住居者に対する加入促進

回答　　運営委員会で新規入居者に町会入会の案内を随時配って行きます

　　　　　又皆さんの知恵を頂き実施していきます。

　

質問：有償ボランテア費とは何か

回答　　空き缶回収事業の作業を行う作業者を有償ボランテアとして募集しました

　　　　　ボランティア費は午前中1000円午後に、またがる場合は500円をプラスしました6
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意見内容の要約および回答

質問：８丁目２番と３番の間の街灯増設いらい

回答  　市政協力委員が現場確認後取手市に街灯設置要望書を提出しました。



　　　　　有償ボランティアは一般的に行われています。（実施について近隣の金額を参考にし

　　　　　ました）

質問：大会のコースを短くして高齢者も参加しトン汁を食したい。

回答　　一般的の参加者は8～10Ｋmとして計画を行っています。高齢者に対するコース

　　　　　と、２コースの実施は要員上どうしても無理と考えています。今後の課題とします。

　　　　　安全面で安全対策部・スクールパトロールのご協力得て実施しています,これらの要員

　　　　　の確保等現在は無理と判断しています。　　今後の課題とさせてください。

　

質問：日帰りバス旅行の希望

回答　　新型コロナウイリスが収束したら、高齢者クラブ（仮称）を立ち上げその中で日帰りバス

　　　　　旅行は検討したいと思います。

質問：消火器の使用期限（本体に2022年の記載あり）

回答　　２０２２年が使用期限であれば２年後に買い替えまたは消火剤交換です。

　　　　　取り扱い店（ホーマック・ジョイフル本田）で交換または防災会に相談下さい。

　

質問：回覧をまとめてほしい（回覧物が多い）

回答　　回覧で事務局で、まとめる様にしていますが、急の回覧等が続くと多くなりますが

　　　　　今後はさらに注意をして回覧物の管理を行います。

　

質問：町会の加入人員がわかる推移グラフを作ってほしい

回答　　町会事務所には掲示中です。今後戸頭町会報にも掲示広報を行います（１年に１～2回）

　

質問：コピー機使用料とコピー機リース代が重複している

回答　　コピー機リースの場合の一般的な支払方法です、リース代はコピー機の借用代金と

　　　　　して、使用料コピーを何枚行ったかによる消耗品・メンテ代金です。

　

質問：戸頭町会の会員数は地区別会員数は

回答　　総会時期には退会者が多くなり　総会当日（4/19日）は1333名の会員数でした

1丁目 2丁目南 2丁目北 3・7丁目 3丁目北 4丁目 6丁目南 6丁目北 8丁目 9丁目南 9丁目北

153 97 196 93 92 107 85 146 124 179 54

　　Ｒ2年5月13日の合計在籍者（会員所帯）は1326世帯です総会以降の退会員数は7名となります

質問：携帯無線機の購入数は

回答　　デジタル無線機3台を予定している。

　　　　　令和4年にアナログ機が使用不可になるための交換用

　

質問：防災資材の大物機材の数量は

回答　　・小型放水ポンプ　　1台　　　　・エンジン発電機　　3台　　　　・コンプレッサー　　1台

　　　　　・大型拡声器　　1台　　・救急工具格納箱（大）　1台　　・50人用救急箱　２箱
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質問：防災会費を減額したら

回答　　今後の防災資器材整備その他を見直し、減額について検討します。

質問：避難所の充実を等に西小学校 （スペース・井戸・トイレ・食料・水毛・布等）

回答　　旧西小学校避難所の整備は財政的に難しいと思われる。（市教育委員会が管理）

  　　　　むしろ公民館の避難所公認や自宅避難を検討すべきと考えています。

　　

質問：会長挨拶より、お助け隊導入と活動企画立案し必ず実施す事（敬老会より優先して）

回答　　会長より本年度に、会長が長として立ち上げる様検討しています。

　　　　　現在コロナウイルスで全てが中断していますが、本年中に立ち上げを目指します。

質問：福祉部の活動についてふれあい祭り、カラオケ大会に町会費を使わないで福祉活動

　　　　に目を向けるべき

回答　　ふれあいカラオケ大会は高齢者及び町会員に対する行事としています。個人的に好き嫌い

　　　　　ではなく、多くの高齢者が楽しみにしている人も沢山いることも事実です。

　　　　　福祉活動につきましては今後も検討をしていきます。

　

質問：市議会選挙で本部役員が何名か応援していた町会規約（第２４条）違反ではないか

回答　　個人的な応援活動です。会則第2４条には本会は特定の政治団体・選挙・宗教団体に関与

　　　　　してはならない、となっていますが個人の活動は禁止していません。町会の〇〇です等

　　　　　マイク等の連呼等は行っていません、あくまでも個人的な活動です。

　

質問：町会の情報公開を町会報等で行って

回答　　町会報での情報の公開には限度があります。町会事務所は火・木・土は開放しています。

　　　　　訪ねていただければすべてお見せ出来ます。　ホームページは改善していきます。

　

質問：防災費の徴収は必要ないのでは

回答　　防災会費600円については検討の余地があります。

　　　　　今後どこまで防災資機材を揃えるか、町会役員、町会員に防災備品を配備してるが

　　　　　メンテナンスを含めて今後どうするか、検討委員会を立ち上げて検討したい。　

　

質問：防災会費を払わないと町会を退会しなければいけないのか（規約上はない）

回答　　確かに規定にはありませんが丁寧に説明し、お願いしてきました。退会を規定化するのは

　　　　　避けたく防災費を払わないと退会なのかは議論が必要かもしれない。町会役員会で検討し

　　　　　ます。

質問：戸頭地区防災連合の充実

回答　　戸頭地区自主防災会連絡協議会があり年に２回の会議を持っている。

　　　　　協議会会長と副会長を交互にやっている。９月の防災訓練や中学校防災教室も協議

　　　　　会主催で実施している。

12

10

11



質問：防災無線の放送内容が聞き取れない。都内の放送は聞き取れる

回答　　 取手市の対策として各所帯に対し防災ラジオの貸し出しをしています、市役所安全安心

  　　　　課に申し込むことを考えてください。

　

質問：自主防災会役員で町会役員を兼務してない場合は活動手当を支払うべき

回答　　　2年前武田会長退任時に本件の検討をしましたが防災役員は会長・副会長6名で多額

　　　　　になるので防災リーダー全員の活動費として20万円を計上することにしました。

　　　　　私の持論は防災会長は町会役員も兼務すべきと昨年提議したが否決された経緯がある。

　　　　　意見とは無関係ともと防災リーダーは無料ボランテァを承知して活動しているので不満は

　　　　　ないと思われる。

質問：総会要綱の自主防災会の中に「地域助け合い講演会」の記事あり町会記事ではないか

回答　　この支え合い講演会は災害時の支え合いを向こう三軒両隣で出来るような地域づくりが

　　　　　と考え防災で企画したもので講演会副題として「災害時助け合いは平常時支え合いが基

　　　　　本」としました。　　企画推進は防災で行い、講演会は町会主催としたのは本来町会がや　

　　　　　るべき内容であり、町会役員の賛同も得られ、町会担当を鈴木副会長になっていただい

　　　　　た。防災事業計画の一部と考えている。何ら問題はない。　　

　　

質問：令和１年重大記事が未掲載である（台風１９号対応について・火災事故について）

回答　　台風対策は事業計画で行ったのではなく災害対策であり、町会報で掲載し、町民には

　　　　　活動内容を報告した。また火災発生は火元の家族の放火であり、簿妙な問題

　　　　　もあり、あえて掲載をしなかった。

　　　　　過去10年間の事業報告で唯一2012年事業報告に東日本大震災のみです。

　　　　　今後は災害対策本部を開設した場合は記載するようにしたいと思います。

　　  今後防災事業報告ではなく防災活動報告・活動計画と表題も変更したいと思います。

　　

質問：災害対策本部を自宅に開設した？　　なぜですか

回答　　災害対策本部を自宅にした事実はありません。

　　　　会議を開き東集会所に災害対策本部を開設しました。また台風通過まで対策本部に

　　　　いて町民からの電話等に対応することにしました。当初は野見山も本部詰めの予定でした

　　　　が妻（障害者）を一人にできない事情を理解していただき、副会長にお願いしました。

　　　　会長不在時は副会長が代行する事は防災規約第7条に規定されており、今回は数時間

　　　　大関、佐藤両副会長にお願いしました。幸い電話は皆無との報告を翌日受けました。

　　　　また要支援者の中で特に行動が不自由なあんしん台帳登録者７０名には安否確認を

　　　　手分けしてしました。

質問：防災会予算の防災活動費１５万円を２０万円に戻していただきたい

回答　　　令和１年の防災活動費は86,286円でした。最近防災リーダーも高齢化や健康上の

　　　　　　問題で飲食にかかる費用の計上が少ないのが現状です。従って会計部長が20万では
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　　　　　　多すぎると判断したのは当然の結果です。ただし規定には20万円を計上するとあるので

　　　　　　後で20万に修正し、正誤表を出しました。

質問：防災会長についての意見

回答　　　本件は野見山からの回答は適切でないので副会長から回答していただきます。

　　　　　　武田会長自ら防災会会長を退任され野見山会長に会長職を託されて早3年、輝かし

　　　　　い経歴と経験をお持ちの武田さんとしては今日の防災会に対して歯がゆく、もどかしい

　　　　　気持ちでしょう。会長立候補がなく役員総意の互選で野見山会長就任を望みました。

　　　　　防災リーダー会員は高齢化していますが若手の新規会員の入会もあり、会長80歳、

　　　　　副会長81歳、78歳、72歳と高齢です。

　　　　早晩有能で防災意識も高い若手との世代交代を迎えます。

　　　　　若手の町会役員（本部役員・地区部長・班長）防災リーダー・役員経験者から次期

　　　　　会長候補が育っています。
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